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キャバレ—の看板害きも 

石子滝田さんはマンガを画きだしてか 
ら何年ぐらいになりますか。 

滝田マンガ家になろうと思〇たのは高 
校終ってからですね。すぐ田河水泡先生 
のところへ行ったんですよ。 

原稍料とるまでは五年くらいかかった 
ですかね。だいぶながか〇たのか、居坐 
〇ちゃったみたいな感じですね。 

石子ぁぁそうですか。五年ぐらいでゼ 
一一になりましたか。 

淹田ぼくがマンガ家に，なるというのは 
家では大反対だったんですよね。だから 
田河先生のところへは内緒で行ったんで 
す。帰ってきて田河先生のところへ行く 
とおふくろに言ったら、明日からゼーーに 
なるとでも思ったらしく、それはよか〇 
たなんていってね0 

マンガ家というのは、遊ぶのが仕事で 
遊び念がら勉強できる点が魅力でね。本 
当は長谷川町子，さんのところへ行きたか 
ったんですけど。 

石子その頃、長谷川町子さんはもうか 
なり活躍していたわけですね。 


滝田ええ。最初は長谷川町子さんのと 
ころへ行きたかったから、朝日新聞社へ 
出かけたんですよ。そうしたら、なにし 
に長谷川さんのところへ行くのか、と聞 
かれて、弟子入りしたいというのは恥か 
しいから絵を見せに行きたいと言〇たん 
です。弟子入りするんなら、田河先生は 
長谷川さんの先生だからそっちへ行〇た 
らどうです かと 言われましてね。 とても 
親切汝人だ〇たんですよ。 

そこで获窪の田河先生のところへ行〇 
たわけなんです。ーコマものと職業別に 
人物を画いて知どけたキャブションを書 
いたのをもっていったんですが、丁度機 
嫌のいいところにぶつかっちゃったわけ 
ですよ。 

田河先生は本所出身なんですね。ぼく 
が寺島町だって言ったら、そこで親近感 
を もっ ちゃ 〇 て、それならぼくがめんど 
うみようということにな〇 た。それで飛 
んで家に帰ったわけですけれど、それか 
:らが苦労の連続で。田河先生のところで 
は<生兼女中の毎日で、マンガについて 
は特別に教えてもらうということはなか 
つたですね。 


石子そうすると、ゼーーになるまでず一 
と田河さんのところにいたの？ 

淹田ぼくの家も都内だから先生のとこ 
ろにいたり、自分の家にいたり、先生の 
ところにも家にもいなかつたり、どこか 
へぐるぐ ると 行'〇ちゃつたりして。 

五年にはならなかったけれども、その 
間「キング」とか「講談倶楽部」に大人 
マンガなんか画いていましたよ。 

石子それはいつ頃の話？ 

滝田あれは、エートニ九年頃ですかね。 
石子その頃はもうマンガだけで生活で 
きる ように^ってたの？ 

湾田いや、その間キャパレーの看板書 
きなんかやっていたんですよ。キャパレ 
丨にも美術部があ〇て、そこへ入〇たり 
してね。延 々と 三年くらいそれをや〇て 
いたから、 マン ガの方は三年の ブランク 
があ〇たわけですね。 

そうしたら急にマンガを画きた くな 〇 
ちゃって、その間も田河先生のところへ 
は行き来していましたけどね。「漫画少 
年」にも四頁くらい画いたことあるんで 
すよ。 

結局単行本から スタ—卜した わけです 


けれど、それが三二年頃だからもう十年 
選手になります。 

石子滝田さんの単行本だいぶあるでし 
よ ラ0 

滝田毎月二冊くらい出ていましたね0 
二〇〇頁以上は画いていたことになりま 
す。あの頃は、単行本花盛りだったから 
今考えるとゾッとするような絵を画 c 
いたですよ。少女ものなんかも画いたん 
ですよ。延々と五冊もね0 
その頃の少女マンガは絵さがしみたい 
て、すごく画きこんでいました。画き込 
む下地はその頃からできていたんじ ゃな 
いですかね。すき間があるとすぐつぶし 
ていこうとしたりして0 
あとはアクション尨の、時代 ものとい 
ろいろやったりして..：…〇 
石子ホームドラマを主題にした単行本 
もかなりありましたね。 

淹田家庭マンガとい 〇 ていいのか、「力 
ックン親父」ですね。あ.れは シリーズに 
なっていて五〇冊ぐらい 画きました0 
ギャグで もなく ナンセンスで もなくて、 
たあいない話だったんですけど、家庭マ 
ンガは一種のあこがれみたいな も (D があ 


マンガのッ情念ンをめぐって 
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りましたね。いまの「寺島町奇譚」とは 
ぜんぜん雰囲気が違っているんです。 

石子まあユーモアマンガのもっとも基 
本的*型という感じでしたね。それから 
子どもを主人公にした「ダンマリ貫太」 
というのがあったでしょう〇あれはか念 
り傑作ですね。 

淹田あれは単行本の最後の頃の作品で 
すね。 

石子「ダンマリ貫太」はそれまでのホ 
1ムドラマ ものとくらべて ず 〇と ^ もし 
ろいですよ。一言も口をきかない貫太の 
かたくなな心情や直接的念行動が、 i ' の 
ずから知と なに対して一つの批評にな 〇 
て C るよう で . 〇 

淹田あの頃に念るとドタパタ風になっ 
てきてますけど、「ヵックン親父」念ん 
かはドタパタはあまり^くて、悪いこと 
すると大人がたしなめるよう念ところが 
ありましたね0 

その頃からすでにストーリーとか絵柄 
にこだわ〇ていましたよ。五〇冊通して 
みると、 ヵックン 親父の顔が最初はまん 
丸だったのが四角に汝って、それから長 
方形になって、さらにズングリにな〇て 
しまいにはチョコチョコしたおやじに念 
っちゃったりしました。 

石子中編のサイレソトものもありまし 
たね0 

湾田あれは「月刊のらくろ」に画いた 
作品です。あのどきはセリフを言うのが 
もどかしかったんです。絵柄で押してい 
ったわけで、サイレントのためのサイレ 
ントではなかったわけです。サイレント 
でなくてはいけない話ではなかったです 
ね。 

独自のユーモア 

石子 「ガロ」に画きだしてからもう二 
年くらいに念りますか？第一作は「あ 
しがる」だったですね。， 


滝田ええ、二年近くになります C 
石子 ぼくは r ガロ」 に 淹田さんの作品 
が出て、二作目の「しずく」あたりでも 
ぅいままでのマンガ家のものとは違ぅ独 
自なユーモアを感じましたけどね。 

滝由そのあとがいけなかったんですょ。 
大分緊張して変念ところで色々意識しち 
や〇たから。「ふえあぶれい」あた々か 



らそろそろ渋滞気味に念ってしま〇たわ 
けなんですょ。「浪曲師ベトナムで死す」 
や「凹山三等陸尉の憂鬱」あたりまで、 
まあまあこん*いき方もおもしろいなあ 
と思〇ていたんですけれども。 

石子ぼくも f ガロ J に淹田さんの停滞 
気味について書いたことがありましたが 
(四三年四月号「モラリストの大象像」) 
「ベトナム ……」が今年の一月でしょう 


あの頃からまたもうひとつ展開してきた 
ように 思えました。 

滝田ぼくもギャグをベースにしても〇 
ていくには、材料がたくさんあっていく 
らでも画けると喜んでいたわけですけれ 
ど、結局、同じ型にはめ手を変え品を変 
えるだけになってしまうんですね。あら 
ためて風刺的なものに首をつ〇こんでい 
かなくてもいいんじゃないかと思ったん 
ですよ。あの頃月に三作くらい画いてい 
ましたけど、同じことのくり返しが続い 
てしまって、それから画かないことが二 
力 月も ありまし たね。 

「寺島町」に入る前はくり返しばかりし 
て何を画いているのかわから念く念って 
しまいました0 

石子一時、五、六月頃でしょうか。二 
回くらい絵が変ったことがありましたね。 
ところどころ途切れている汝めらかな線 

で、 あまり画きこまないで . 〇 

滝田園山俊二のマンガの見すぎだった 
んじゃ念いですかね。いかにして早く画 
けるかと思〇たりして、あれだと三倍早 
く画けるんです。 

石子ぼくはあれを見て少し違うんじゃ 
念いかと思っていましたね。これは滝田 
さんのマンガに対するぼくの好みかもし 
れ念いけど、いつもの線の方が好きだし 
その方がきっと淹田さんが画こうとして 
いるものに合ってるのだろうと感じまし 
た0 

滝田 「しずく」 あたりの初期のものに 
もどそうと思ったんですけど。自分のも 
のに もどすのだからそん念にむずかしい 
ことは 75 : いはず念んですけれども••…*0 
石子気に入らないわけですか？ 

滝田気に入らないですね。自分の絵柄 
にほれこんじやえばいいんでしょうが。 
線だけでなく構図の問題もあったりしま 
す。 

実際「寺島町」もマンガにしたらすご 


くやり ずらい と 思〇ていたんですよね0 
石子昨年の後半は停滞気味で、今年は 
「ベトナム」や「三等陸尉」あたりから 
開けてきて、その後またくり返しに 75 :o 
て、「寺島町」でまた何か自分のものに 
出会えたよう念感じなわけですね。 

淹田ひとつ階段をあがれたよう念感じ 
ですね。今までのは十三階段ぐらいで立 
ち止まっている感じだったんですよ。足 
元が急に開いてパタンキューの位置に立 
っていたわけですね。 

石子ぼくなんかは今年のものでも「長 
い 道」とか 「ラララの 恋人」なんかは 知 
もしろいと 思う。 「ラララの 恋人」 はと 
くに知もしろ いですね。モチ ーフもスト 
1リーの展開も他のと-«:違うし、こうい 
うのが続くものと思っていたら、その前 
のくり返しに汝〇てしまった感じでした 
ね〇や っ ぱり滝田さん自身が ちょっと 決 
まら 念い のか*あと思っていたんですが 5 - 

ね0 4 

滝田 ラ ー ララララ 1 *んて 歌を 聞いて 一 
いると、むやみにかけずり回〇ているみ 
たいで、 ビタリとはまるよう 汝気がした 
んです。あれはサイレントに近かったで 
すね。 

石子滝田さんの作品のなかにはサイレ 
ントものがいくつかありますけど、その 
なかでもごく素直にビタッとサイレント 
に入っていたみたいだなあ。 

滝田そのあとがいけ汝かったんですよ。 

悶々としてしまって。 

画く ときは 偶然にきっかけが あるよう 
念 気がして、今度は どういうのをとあま 
り 考え 念 いんですね。だから、自分の作 
品の経過を説明しにくい。何を画こうか 
という 気は あまりない んです。 

私的な体験をベ—スに 

石子ところで寺島町〇てどこですか？ 

滝田玉の井ですよ。石子さん知りませ 





んか？ 

石子ええ。 

淹田うそだい。(笑) 

石子時代設定はいつ頃ですか？戦前 
みたいでもあるし、戦中と もとれるし… 0 
淹田自分としては戦中なんです。 

石子滝田さん生活事情をよくあん^に 
知っているな あと 思って0 
淹田知っているって、石子さん知って 
いるで しょう 0 

石子ぼくは山の手ですから。 

滴田石子さんは昭和ですか？ 

石子またあ、昭和ですよ。でも大正の 
人間じゃあないとあのマンガの微妙な味 
はわからないのかも知れないとも思った 
んですよ。大正の一ーュ了ンスがにじんで 
いるみたいで。あれを見てオヤ ッと思っ 
たんですね。こんなに微妙に見えたとす 
ると滝田さんはぼくより年上かなと思い 
ましたよ0 

淹田子ども時代の思い出というのは忘 
れられないですよ。まああれは、昭和十 
年くらいですよ。 

石子"はやぶさはいく"という歌がで 
てくるでしょう。あれはたしか戦争中の 
歌じゃないかしら。だけど「チンムクム 
ク」なんてのはぼくの場合戦前ですよ。 

だって、「ド X 」なんて酒場は十七、八 
年にはでき^かったんじ t ないですか。 
淹田でき^くてじゃなくて、前からあ 
ったから。あったというか、•うちの屋号 
が「ドン」だから。子ども心に「ドン」 
念んていやだったんですよね0 
石子そうなるとあの子どものモデルは 
あなたですか？ 

淹田強いていえばね。 

石子ああそう。あの子どもかわいいで 
すね。あの子どもがませて くるとこうな 
るとはとても思え*いね。(笑) 

淹田自分としてはおふくろを画きたい 
ですよ0 


石子店で働いている女の人は何ですか。 
淹田ぅちの姉さんなんです。いや、少 
年の姉さんなわけですょ0 
石子あなたの姉さん、少年の姉さんで 
すか。どこからか働きに来ているんでは 
なくて〇 

淹田ええ、あれがまた家にいるんです 
よね 。 (S 



知ばあさんもあの頃はもぅ死ん じ ゃ 〇 
て 実際にはいなかった。実際には兄貴が 
いて、姉さんが二人いたわけですけど、 
二人もでてくるとチラチラしちや(ます 
から。あの中では結婚の適令期を逸して 
しまった女というか、結婚か同棲が I 度 
ぐらいはあったような、 それでいて，、。〇 


ちよこちよいの女にしているつもりです0 
知やじは 道楽を やってきた人間というこ 
とで0 

奇妙な親子関係というか、人間関係が 
わりとビタッとまって いる感じで話が 
すすんでいくんですけどね0 
石子発想というか、ィ メージ はかなり 
強く私的な体験をベースにしているわけ 
ですね。 

淹田本当は知ふくろは、継母なんです 
よ。だけど継母をうたっちゃうと見る方 
はにくんじゃうから。ぼくは知ふくろを 
にくんじゃいなかったけど、にくまなく 
ちゃいけないんですよ。むしろおふくろ 
の方が継母ということでひがんでいるわ 
けですよね。でもそれを強調すると、い 
じわるのためのいじわるみたいな感じが 
するでしよう0 

ぼくは当時まだそんな こと 知ら^かっ 
たし「おか あち ゃん、 知 か あち ゃん」 と 
いってね、だけど於ふくろにぶらさがる 
ことはなかったですね。 

石子あの少年はかわいいね。ひねくれ 
てなくて、いじましい〇捧目で寿司をね 
らっ たりして、「ぎんななしの i - じち ゃ 
ん」なんてい うと ころ。生活感をのせて 
あんなに うまく 少年を描き出している マ 
ンガは、かってなか 〇 たといってもいい 
すぎ じゃあないと思うなあ0 

忘れられない戦中の記憶 

淹田とにかくへんてこな環境だったこ 
とは間違いないですよ。色っぽいという 
んじゃなくて、何かひしめいている感じ 
^んです。 

石子ベーゴマなんかについても、 まる 
でくわしいですね、驚いた0 
淹田あれはやりすぎたせいですよ。 

(笑) 

石子ぼくなんかの戦争の記憶といえば 
勤労奉仕と防空壕ですね。 


滝田ぼくもあるんです。 

石子い〇たい滝田さんはぼくより年上 
ですか、年下ですか(笑) 

淹田どっちかっていうと中途半端な世 
代ですね。教練受けたんだけど戦争には 
行かなかったし、中学二年の時は 海軍 志 
願兵といって予科練に応募したんですよ 
それで丁度十三のとき終戦ですから。 

石子ははあ、するとぼくより三つぐら 
い下だな。 

淹田早生れですから四つでしょう o § 
変な時代だったから、ややこしい世代 
ですね。ぼくにはそれまでの思い出がび 
っ ちり あるんですよ。忘れられないんで 
す。変な i - ふくろ、という印象が強く残 
っていたから、自分としては「寺島 Jb*J 
はうまい ときにうまくき りかえができ .， tj 
と 思っているんです。とにかく、にくむ 
べき扣ふくろ衣んですけど、にくめない 
んですよね。何かというとなぐられてい6 
ました0 H 
つまらない こと だけど、四つ くら， いの1 
ことがクいこの間のことみたいには〇# 

り思い出されちゃうんでナよ。 

石子そう言えば、あの中で本当のお母 
さんにしては、 という 感じの場面が いく 
つかあります•ね。 

淹田奇妙な関係ですよ。少年にしてみ 
ればかなり虐げられていたわけで、絶対 
に服従ですね。少年はその点ではかなり 
陰と日^たがあるはずなんですよ0 
石子第二話だったかな、夫婦喧嘩して 
家をとひだしてきた^ふくろさんが、遅 
く家に褐ってきて家に入れないでいる少 
年の手をひっぱって風呂屋へ行く ラスト 
シーンね。なるほど、と思わせました。 
うまいで すね、 あそこ……0 

それから、いままでの滝田さんの主人 
公は' r 言でいってナィ丨ブなんですね。 
子どもが主人公の マンガと いうのはなか 
ったけれども、大人たちは ナィ ーブ とい 


うか純粋というか、いい*味での子供的 
なと ころをたくさん も 〇ていた。今度は 
少年の中にそれが現われていて、お母さ 
んというのは， S ままでの人物たちには念 
かった大人を感じさせますね。 

淹田かなり打算的なんですょね。 

石子たとえば「長い道」の奥さんにし 
ても、非常に苦労を重ねた人なんだろう 
けれども、子どもの スト レー トさを もっ 
ていた。ところが少年のお母さんは、子 
供的なところがなくて本当の大人みたい 
念、 母親でございますみたいなものがあ 
る0 

滝田知ふくろのそれ以前のことを色々 


と考えてみると、つかみどころがわから 
念いんです。 

石子子ども fc と〇ては母親というのは 
しぱしばそのょう' 35 : 存在^のだろうと思 
ハますょ。やさしいぱっかりであるはず 
がない。 

滝田 とにかく 恐い という 感じがしまし 
たね。家に帰るのが嫌だったですね。 

ぼく自身ヒネクレて いたことは ヒネク 
レていましたね。おこられると、ごはん 
におみ4つけかけていっきにかきこんで 
パッと二階へ行くと、おふくろが追って 
きて バカ ッとね。(笑) 


マン ガ家としての最低条件とは 


石子以前ぼくは『ガ ロ』 に滝田さんに 
ついて想念と意識のダブルィメージとい 
うこと で書いたんですけど、劇を構造化 

するために" . "をかなり意識的に使 

っていたように思いました0 

マンガを画く以前に滝田さんの内にあ 
る想念と、マンガを画いていくという意 
識的な操作との矛盾があるわけだけれど 
も、「寺島町」にはそれはあまり現われ 
ていませんね〇滝田さんの内に想念と意 
識の飛躍と緊張がすでにあるために、と 
りわけて意識的にしなくてもうまくい〇 
ている。それは滝田さんが前の作品でか 
なり やっていた、時間の移動とかすれち 
がい念んかが「寺島町」にはないことを 
みてもわかると思うんです。 

淹田 ストー リ ー 性のあるマンガって何 
ですか？かなり物語が起伏に富んでい 
ると いうことですかね。 

石子因果律にもとづいた起承転結じゃ 
あないですか。 

淹田 「寺島町」はストーリーがあると 
いえるんですか。 

石子まあ言えるんでしょうね。ストー 


リーマンガと劇画なんて区別したいい方 

があるけれども . 。つげ •$ んの「ねじ 

式」念んかはストーリーマンガとはいえ 
ないでしょう。少年がクラゲに切られて 
女医さんに手術してもらうというのがス 
卜ーリーといえばいえますが0 

睦承転結というのは ドラマ と言うのか 
な。 ストー;リーはドラマに 支えられて展 
開される因果話というのかた、ちょっと 
ぼくに もわかりませんね。 マン ガの場合 
の劇性というのは文学の場合とは違うと 
思うんです。だから スト ーリーとい〇て 
も、これまた文学の場合とは違う。 

淹田ぼくの場合、情念の問題がべース 
となってすすんでいくということになる 
わけ^んです。 

石子そこのところを聞かせて下さい。 
淹田まだよくわからないんですよ。自 
分ではわかっているんですけれども……。 
.石子滝田 •$ んは自分の言いたいことが 
一番 マンガでいえると思っているわけで 
しょう。強いて言えば、ことばを使わな 
くても絵だけでいっていける部分がある 
と言うことでしょうかね。だから、描線 


に気を使いながらマンガを画いていく^ 
かで、 ストーリー と言うか劇を とり 出そ 
うとしている、と言えそうですね。そう 
すると、こういうことがない と 多少は売 
れるマンガを画いてもマンガ家とはいえ 
汝いんじゃないかという、いわばマンガ 
家としての最低条件みたいなものがある 
は f だ、と思っていることにも^ります 
X ね 〇も しそうなら、そのへんのところ 
を説明してほしいですね。あなたなりに。 
滝田そこがむずかしいですね。そこが 
問遁をしです よ。とこ こでしきりとアゴ 
をなぜている。(笑) 

つまり、描線、着想、構成力の三つの 
技術以外の要素が必要だと思うんです。 
話の展開する段階の問題で、基礎的デッ 
サンのうまいのが一般的にうまいとされ 
ているわけだけれども、マンガの場合は 
マンガ家としての情念が基盤に念ら念く 
てはマンガ家としてそのままいかれ念い 
わけですけれどもね。 

石子描線というか画質、コマ運びを含 
めた展開の仕方、それからモチーフをふ 
くめた ストー リ ー 性、そういった技術と 
いってもいい、三つのものが立体化され 
ていく念かでテーマがドラマとして構造 
化されてくる。それが複雑な過程を経る 
わけですけれども、完結した形をとる•と 
きにある高度念完成に近づく。しかし表 
現論の問題からすればそのよう念完結度 
もひとつの技術でしかなく、本当のメッ 
セージ のようなものは とり 出されたもの 
ビけでは念くて、それ以前のというかそ 
れ以上の何かであるにちがい念い。それ 
がより直接的^訴感となって読者に伝わ 
っていくわけで、そしてそれが常に問題 
にさ ix なくてはいけ念い、ということで 
すかね。 

虚心に直覚されることでおもしろ S と 
かおもしろくないとか言われているんで 
あろうと いうこと。それが哲学であり、 


隋神の交通じゃあないかということです 
ね。それが滝田さんのいわれる情念、つ 
まり送り手側の精神の有り方とかかわる 
というか……〇 

淹田それほど大げさじゃなくて、ぼく 
にはごく当り前のことのよう^気がする 
んです。はっきりしないもやもやとした 
何か0 

石子 じゃあ生き方みたいなものですか 
、？ 

淹田生き方じゃあなくて。なんという 
のか念、味とかそんなもんじゃなくて… 
つまり、描線、 構成力、着想の三つの重 
要念要素を支えるも〇とも大きなもの力 
あるよう な気がするんですよ。 

感覚というんですかね、だけど感覚と 

いうと ぼやけてしまうし . 。感受性の 

問題ということに念るんでしょうかね。 

石子感受性の運動……。広い意味内容一 
としての ィメー ジ、それを常に 4 っかけ 7- 
それを自分の中で再生産していく動力を 14 
あえて情念と言うしかないんじゃないで 一 
しょうかね0 

滝田自分の場合は、それがすぐ技術的 
念ものにつながるんですよ。心がまえと 
か受けとめ方では念くて、それがあるか 

ら画けるんだ、というよう^ . 〇排出 

力といってもいいかもしれな. S 。 

石子それはそうでしょうね。技術的な 
ものにすぐにつながるというのはどうい 
うこと念のかぼくにははっきりとは理解 
でき^いけれども、それがあるから画け 
る、というのは、そうだと思いますよ。 

滝田自分ではマンガ家向きだと思って 
いるんですけどね。変ないい方だけど、 

マンガ家に向いているとね。 

石子情念と技術との不可分な関係でね 
0 

それが技術というんでしょうね。人間 
を似たように画けるとか画けないとかい 
うんではなしに、直接的に対象化するこ 
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とができる力のことを技術というんでし 
ょうね0 

滝田ぼくの場合は、技術的にすぐれて 
いるということを強調するほどのことで 
もないんですよ0 

だからマンガ家向きという感じ^んで 
すよ。マンガ家適性検査で調べたわけじ 
やないけれども。(笑) 

インスタント劇画の横行 

滴田ぼくの場合ただ笑わせるために画 
くと いうのでは^いことですね。ぼく自 
身はそれが得意だからですけれども。そ 
のへんで、劇画とマンガの違いがひっか 
かってくるんですよ。 

石子そんなこと、言い方だけの問題だ 
からどうでもいいじや衣いですか0 
淹田よか衣い。(笑) 

石子俺は劇画を画くんではなくて、マ 
ンガを画いているんだというのがどうし 
てもあ厶わけですか？ 

滝田ええ、近藤日出造一派にいわせる 
とぼくのはマンガじやないということに 
なるわけだけれど。下地は絶対にそうや 
ってきたし' いまもそうなのだから。 

石子ぼくなんかは、劇画とマンガは違 
うんだという意見があ〇たけ。れども所診 
それは定義の問題であってどうでもいい 
んじやないかと思う。 

湳田ぼくは、劇画は一歩落ちるという 
のはいい方がおかしいけど、興味がわか 
ないですね。 

石子最終的にいって自分にとっては A 
もしろいものとつまらないものとがせい 
ぜい二種類あって呼称は人はどういおう 
といいことでは念いですか。 

滴田ただ前にいっ，たようなマンガ的な 
情念みたいなものをふまえていないと劇 
画の知もしろいものはできないと思うん 
ですよ。インスタント劇画ばかり横行し 
ているでしよう。あそこには創造力なん 


てないですよ。 

石子それはそうですよ。だけど裏返し 
ていえば、それをふまえていてブロの技 
術を身につけていれば、劇画にだ〇てお 
もしろ いものはあるはずです よ。 

淹田そうなんです。ところが、いまな 
いような気がするから。もちろんぼくが 
い〇ているのは、いわゆる週刊マンガ誌 
にの〇ているアクションものなんかにつ 
いてなんですが。 

石子しかし、いわゆるマンガ家といわ 
れている人たちのなかにもそういうのが 
多勢いるわけですよ。 

淹田そう、そうなんですよ。それがい 
いたい。(笑) 

自分のものだけをいいものとしていっ 
ているみたいだけど、情念ですよ、絶対 
ですよ0 

要するに、ひとつの素質というか資質 
というか、そういうものに欠けている人 
が多いような気がしてなら念い。だから 
マンガでも劇画でも i - もしろいものが少 
念いんではないかと思います。 

石子そこまで含めて本当のブロは少な 
いということでしよう 。それは、 ぼく も 
本当にそう だと 思いますね。 

滝田マンガ家気質というもんじゃない 
けど . 〇 

石子ついにマンガ家であるしか汝いと 
いった気質っていうのかな。何にでもな 
れるってい う 人は、ついに どのよう 75 : ブ 

口にもなれ^いっていうことかな . 〇 

マンガというものは絵の一種として出発 
したと思うんですけど、いまと^ってみ 
ればそれでは知さまらずに、ある価値を 
獲得していると思う。 

そういったところで、マンガは文学と 
も違う、大象小説のかわりに念る、やは 
り絵なのだ、という色々のいい方もある 
けど、しかしマンガはやはりマンガであ 
るつていうのは、どういうところにある 


と思いますか？ 

滝田むずかしいですね。 

石子つげさんのマンガの場合は、いわ 
ゆる詩でも^いし、といってストーリ1 
といっても問題があるわけですね。林静 
I さんや佐々木マキさんのマンガなんか 
もそうだと思う。淹田さんのマンガは形 
式も内容もいままで言っているマンガ的 
なものかもしれないが、文学におきかえ 
ることもでき^いし、絵だけをとってみ 
て論じつくすことはできないはずでしょ 
う。べつにマンガとは何か、と定義して 

みてもしょうが念いけれども . 〇 

滝田マンガとは何でしょうかねえ、お 
もしろいもんだ。(笑) 

石子結局マンガはマンガである、つま 
りマンガとしか呼びようの^いものによ 
って接近できるょぅ念、人間のぁる断面 


，石子滝田さんのマンガでぜんぜん笑い 
が起こら念いというのは念いですね。つ 
げさんのマンガには微苦笑すら起こらな 
いものがある。例えば、「ねじ式」なん 
かは笑いとは無縁のところである意味と 
価値がある。ところが滝田さんのには笑 
いとギャグの要素が強くありますね。 

ぼくはギャグについて、行為にかかわ 
る日常感の飛躍というょ，う念いい方がで 
きると思う。滝田さんのマンガの背骨に 
なっているものは笑いとギャグ、そして 
全体的にはユーモアとい〇てもいいょう 
な、庶民の生活の中のクール念弹性だと 
感じるわけなんです。そんな点について 
滝田さん自身は意識的ではないんですか 
? 

淹田そうですね。意識的というより、 
自分の性格的なものがそのまま出ていく 
ような感じがするんですよ〇じっさいは 
テレが先にた〇ちゃうんですよね。 


があるんじゃ^かろうかということでし 
ょうね0 

淹田落語なんかある人がやると聞き込 
ませて くれ るんですけど、別の人がやる 
とさえない場合がありますね。あれは何 
んですかね。 

石子広い意味での情念と不可分^技術 
の問題ではないですか。それが表現力の 
問題でしょう。 

滝田声がらみたいなものですかね。マ 
ンガの絵柄のようなもので。 

石子声の質ですか。あえて言えばそう 
でしょう けど、そういう類推はぼくはあ 
まり好きではないんですよ。適当じゃあ 
ないと思いますね。 

淹田そうですか。ぼくはたえず絵柄の 
ことばかり考えているから。(笑) 


石子ギャグというのはある日常感から 
ナンセンスなカテゴリーへぐ〇といつき 
に持〇ていくために強いパネになること 
があるけど、ギャグがあるからナンセン 
スになるとは限らない。ギャグを使わな 
くても日常感からすっとナンセンスなも 
のに i * きかえることはできると思う。 
ギャグがふんだんにあってもいっこうに 
ナンセンスではなくてユーモラスなこと 

もあり得るわけですね。 

淹田結局マンガ的な約束ごとにかなっ 
ているみたいな形なんじゃないですか。 
理屈ぬきに笑えるというのは、マンガ的 
な理にかなっているからですね。 

石子 「ラララの 恋人」はほとんどナン 
センスに近く、「寺島町」なんかは、は 
っきりユーモアのカテゴリーだと 思い ま 
す0 

滝田表情はパラエティーに富んでい念 
くても無表情でも人間の喜怒哀楽は伝わ 


笑い、ギャグ、ナンセンス 
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〇てくるわけなんですね0 
石子 「寺島町」もホームドラマ、ある 
いは家庭マンガとい〇ていいのかもしれ 
ないけれど、それには長所と短所があり 
ますね。長所の一つは、生活を共にして 
いる人間関係のなかで、ょり微妙な人間 
の心情や機微をうつし出していくことが 
できること、短所としては、同じ人間た 
ちの生活の念かでのくり返しが固定して 
い'〇てし まう ことですね0 

例えば「フクちゃん」なんかいつまで 
たっても小学校へ行け^くな〇てしまう。 
同じバターンのくり返しに終〇てしまう0 

ところが、時代や状況は常に流動的な 
はずなんですが、それとはまったく切り 
離されてしまって、家庭の安全念秩序の 
中でごく小さな習性だけが全体化してく 
り返される危険がある。 

「サザエさん」なんかも絶対死なない 
し病気してもすぐ直る事に^っている。 
性格もい•っこうに変らなくてわかりき〇 
たことのくり返しが行われてい<0流動 
化する時代や状況との対応や緊張感が失 
われて自閉的に完結することがありえま 
すね。 

滝田ほどのいいところで知ふくろを殺 
しますから。(笑) 

まだ時代的な背景は画いてい*いわけ 
ですけれども、自分では十七、八年のつ 
もりなんです。今後は、時代的*背景の 
なかに入っていくわけなんですけれども 
ぼくとしては時代劇を画いているつもり 
なんですょ0 

石子もちろんマンガが画かれているな 
かで' 時間がすすむ過程で変っていかな 
くてはいけないとは思いませんけど、同 
じ/ハースべクチブの中で捉えていくこと 
はできる。フクちゃんが小学校へ行き、 
中学にすすみ、釦じいさんが危篤で死ぬ 
ところを画けば、移り変る時代や状況を 
うつし出せるとはかぎりませんね。もち 


ろん映っていないものはどうにも映し出 

されてこないのであって . 0 

湾田あれで画きたいものをつかんだわ 
けではなくて、一つの足場にしたいんで 
す0 

石子それから滝田さんのマンガの登場 
人物には悪人がでてきていない。それは 
滝田さんが、日本的庶民の非常に弱い部 
分、あるいは保守的^部分' |敉的には 
マイナスとして評価されがちな分身みた 
いなものにかぎりない愛着をもっている 
からだと思う。弱くて、いじましくて、 
保守的かもしれないが、それは悪い部分 
であるはずはないという捉え方でもって 
湎いているからついに悪人は登場してこ 
ないと思うんですよ。 

淹田エゴイズムの世界みたいなものが 
拡がっていくわけなんですね。それをた 
またま寺島町界隅の人間に当てはめてい 
るので、そうしたエゴイズムの世界の悲 
喜劇みたいなものを先へ先へとのばして 
いってみたい。 

石子いわゆる相対的念悪人が画かれて 
いないからといっても、劇が立体化し念 
いとは思わないですけれども。 

滝田悪人を画いてみたい気はあるんだ 
けれども、あまりつっこんでいくとまた 
とってつけたようなものに念りかね*い 
危険もあるわけでしよう。 

石子悪人を典型的に画ければ、当然善 

人も画いたことになるでしようし . 大 

体悪とか善とかい〇たって、誰にとって 

何が悪なのか、善なのかが問題なんで… 

0 

庶民の日常感と戦争 

滴田どっちかってい うと あのおふくろ 
は徹底的なエゴイストなんですよ。 

石子エゴイスト？ ああエゴイストね。 
でも当り前だけどエゴイストすなわち悪 
人じゃあ^りませんしね0 


滝田ええ。 

石子「寺島町奇譚 J •は絵もすごくうま 
くいっているし、とくにあの少年を うま 
く画いていると思うけれど、少年の周辺 
にいるぎんながしの知じさんやごけの知 
ばさんなんか、はっきりそれとして登場 
t てこ^い。それでいて何かある奇妙汝 
たしかな存在を感じさせる。 

淹田家族の連中は大体手がかりができ 
たから、こんどは周囲の人間たちを色々 
なかだちで出したいと思います0 
石子趣味、嗜好の問題といえばそれま 
でなんだけれど、過去のものを画くとき 
趣味的汝きょう愁の中だけでとらえ返さ 
れてくると、ぼくには関係ない、 拎 好き 
なように〇ていうしかないですね0 
淹田それはないですね。 

石子趣味的な回顧を日本的なじょ情と 
やらでまぶして繰り返されると、ぼくは 
ちょっと好きでは汝いですね。 

淹田それは充分に意識しています。ぼ 
くはあくまで人間を画きたいわけで、人 
間関係で引っぱ'〇ていきたい。 

石子確かに古いものというか庶民の中 
にひっそりと息づいているもののなかに 
は独自の生命感ゃじょ情があって非常に 
魅かれる要素をも〇ている。ただそれに 
魅かれていって、自己閉鎖的なものから 
退えい的なものを同伴していき、趣味的 
念ものに短絡ナることになると非生産的 
なものに念ってしまう。それが現代にど 
んな意味をもっているのかということで 
ではなくて、もっと健康 ( C 開けたものと 
してもっていかないといけないんじゃな 
いかと思う0 

滝田"あたしはあたしで生きていく" 
という歌があるけど、ぼくはあれ好きで 
すね。あたしはあたしで生きてくんだけ 
れども税金は払うんですよ。そういった 
ような、ブツブツ文句はいっているんだ 
けれど、とにかくせいいっぱい生きてい 


るというんではなくて、 メシ 食うために 
I 生きている人間の方が人間らしく感じる 
I んですよ。 メシ 食っているのに食って い 
ないようなマンガが多いで しょう。これ 
でこいつ メシ 食っているのかなあと思わ 
;せる登場人物をよく見かけるんですよ。 
j あとは資料があればと思いますね。 

石子でもあれは、昭和何年頃だと無理 
j にし念くてもストレ— 卜に読めますね0 
i 淹田寺島町界隅を背景にしたかっただ 
けで、戦争が入って こなくても いいわけ 
ですよね。 

ただ、バックとしてもう少し時代的な 
一ものを随所に画けば、いくらか違〇てく 
一る気もするわけですね。 

一石子庶民の生活的な知覚の中には極端 
に言えば、戦争があってもなくても頑と 
一して自分たちなりのある秩序を守りぬい 
|て、保守的といえば保守的だけど何が何 
一んでも自分の生活をやっていく、知かさ 
|れまいとしてそれをくり返していくとい 
I うのがあるでしょう0 

湳田そうなんですよ。そういう家庭が 
一あるはずで、自分の家なんかそうなんで 
I すね。 

石子それが必ずしも安全で幸せな家庭 
とはいえないけれど、戦争がおころうが 
一天皇が死のうが、これだけは守りぬいて 
|いくという生活が あります ね。それは必 
ずし もマィナスな 要素とは言え^いでし 
一よラ0 

滝田だから三作以降がぼくの場合問題 
になってくるわけですよ。いままでのは 
ブロローグみ たいな感じなんです。 

石子そうでしょうね。でも、「寺島町 
I 奇譚 J は話題になると思いますよ。近々 
:『ガロ』の増刊号で滝田さんの特集を出 
すそうですので楽しみにしています。 

〈終〉 





TO 臨時増刊号 


異色マンガ傑作集 

新しいマンガの出現により、従来のマンガの概念 
は、いま変質しつつある。ここに、マンガの未来 
を志向する先駆的な作品のかずかずを紹介// 

〈全篇書下し作品 

風っ子 永島慎二 

あいつ 滝田ゆう 




ぼやけた世界 池上遼一 
勝又進作品集 
うみべのまち 佐々木マキ 
あめ” S きぃど林静一 


漫画寄席 
はにわの世界 
恋 

ペシミストの死 


藤沢光男 
田代為寛 
高橋わたる 
聖一郎 


定価150円 


近所の書店へ 
御注文下さい 


発売中/ 


書店で品切れの場合は直接当社あ 
てお申込み下さい。（〒共 150 円） 


発行所•東京都千代田区神田神保町1 一 55 青林堂 


一 150— 



